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■
講
演
会
要
旨
■

　

７
４
６
８
人
が
受
検
し
、
市
内
の
小
中

学
生
の
受
診
率
は
85
％
。
こ
れ
ほ
ど
高
い

割
合
で
実
施
し
て
い
る
自
治
体
は
福
島
県

に
も
少
な
い
。
大
勢
の
人
が
検
査
を
受
け

た
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
結
果
が
あ
る
。

現
在
の
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
検
査
は
、

２
０
１
１
年
３
月
の
原
発
事
故
の
初
期
被

ば
く
検
査
で
は
な
く
、
日
常
的
に
セ
シ
ウ

ム
を
食
べ
続
け
て
い
る
か
ど
う
か
の
検
査
。

　

牛
久
市
の
土
壌
汚
染
度（
地
表
面
へ
の
セ

シ
ウ
ム
１
３
７

の
沈
着
量
）は
一

部
３
万
～
６
万

ベ
ク
レ
ル
／
㎡

の
エ
リ
ア
を
含

ん
だ
地
域（
文

部
科
学
省
の
航

空
モ
ニ
タ
リ
ン

※
市
で
は
、
内
部
被
ば
く
を
予
防
す
る
た

め
、
今
後
も
食
品
の
検
査
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
家
庭
菜
園
な
ど
の
測
定
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭

の
食
事
が
気
に
な
る
方
に
は
、
陰
膳
検

査（
１
日
分
の
食
事
を
１
食
分
多
く
作

り
検
査
す
る
）も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

グ
よ
り
）で
も
あ
る
た
め
、
内
部
被
ば
く
検

査
を
行
っ
た
意
義
は
あ
る
。

　

ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
検
査
の
検
出

限
界
が
１
体
３
０
０
ベ
ク
レ
ル
で
あ
る
こ
と

か
ら
、「
不
検
出
で
も
体
に
セ
シ
ウ
ム
が
入
っ

て
い
る
の
か
？
」と
い
う
質
問
が
多
い
が
、

①
ゼ
ロ
の
証
明
は
不
可
能

②
し
か
し
、大
勢
が
検
査
を
し
た
お
か
げ
で
、

「
全
員
が
３
０
０
ベ
ク
レ
ル
」で
な
い
こ
と

が
分
か
る
。（
仮
に
全
員
が
３
０
０
ベ
ク

レ
ル
だ
っ
た
と
す
る
と
、
受
検
者
の
半

数
が
不
検
出
、
残
り
の
半
数
は
３
０
０

ベ
ク
レ
ル
を
超
え
る
結
果
に
な
っ
た
は

ず
。
今
回
の
結
果
か
ら
、
仮
に
あ
っ
た

と
し
て
も
値
は
は
る
か
に
少
な
い
は
ず
。

そ
れ
は
統
計
的
に
明
ら
か
で
大
勢
で

測
っ
た
か
ら
こ
そ
言
え
る
結
果
）

③
３
０
０
ベ
ク
レ
ル
は
十
分
に
低
い
数
値

（
表
１
…
８
歳
の
人
が
、
仮
に
３
０
０
ベ

　

市
で
は
、
放
射
能
対
策
の
１
つ
と

し
て
、
平
成
24
年
７
月
か
ら
12
月
に
か

け
て
、
４
歳
か
ら
中
学
校
３
年
生
の
子

ど
も
た
ち
８
５
０
５
人
を
対
象
に
、
内

部
被
ば
く
検
査（
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ

ン
タ
検
査
）を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
報
告
会
と
し
て
、
２
月

３
日
に「
放
射
線
測
定
か
ら
見
え
て
き

た
過
去
・
現
在
・
未
来
」
と
題
し
、
東

内
部
被
ば
く
検
査
最
終
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

検
出
限
界
未
満　

７
４
６
８
人（
１
０
０
％
）

受
検
者
数　

７
４
６
８
人（
男
性
３
５
３
２

人
、
女
性
３
９
３
６
人
）

実
施
日　

平
成
24
年
７
月
７
日
～
12
月
15
日

実
施
対
象
者　

４
歳
～
中
学
校
３
年
生

（
８
５
０
５
人
）
※
未
就
学
児
は
保
護
者

も
実
施
。

【
内
訳
】
15
歳
以
下
６
６
２
９
人（
小
中
学
生

５
７
２
８
人（
在
校
生
の
85
％
）、
未
就

学
児
９
０
１
人（
対
象
の
52
％
））

実
施
場
所　

（
公
財
）震
災
復
興
支
援
放
射
能

対
策
研
究
所（
福
島
県
石
川
郡
平
田
村
）

使

用

機

器　

F
A
S
T
S
C
A
N
2
2
5
1

（C
A
N
B
E
R
R
A

製
）

検

出

限

界　

C
s-1
3
4

…3
0
0
B
q
/b
o
d
y

、

C
s-1
3
7

…3
0
0
B
q
/b
o
d
y

ク
レ
ル
体
の
中
に
あ
っ
た
と
す
る
と
、

１
年
間
の
実
効
線
量
は
０
・
０
４
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
。
食
品
安
全
委
員
会
が
１

年
当
た
り
の
食
品
由
来
の
内
部
被
ば
く

を
１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
す
る
目

標
の
25
分
の
１
程
度
と
な
る
）

　

問
診
の
結
果
か
ら
も
、
受
検
者
の
４
分

の
３
が
食
べ
物
に
気
を
使
っ
て
い
る
と
い

う
結
果
が
あ
る
。
今
後
も
自
家
栽
培
野
菜

な
ど
放
射
能
検
査
を
し
て
い
な
い
食
品
に

注
意
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
。

4～5歳

695人（9.3％）

6～10歳

3,045人（40.8％）
11～15歳

2,889人（38.7％）

その他

839人（11.2％）

京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
教
授
、

早
野
龍
五
氏
を
講
師
に
迎
え
て
講
演

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

検
査
結
果
か
ら
見
え
て
く
る
牛
久

市
の
状
況
や
検
査
の
意
義
に
つ
い
て

の
お
話
し
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
不

安
や
疑
問
に
つ
い
て
も
数
多
く
お
答

え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■図1.年齢別受検者数 ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ

　
　

検
査
結
果
に
つ
い
て

■表1.ＷＢＣで300Bqだった人の内部被ばく線量と

一日のセシウム摂取量推定（Cs-137のみの計算）

＜1歳 1～3歳 3～8歳 8～13歳 13～18歳 成人

実効線量

mSv
0.10 0.07 0.04 0.02 0.01 0.01

摂取量

Bq/ 日
13 16 10 6 3 2

今回ＷＢＣ対象外

講演会で結果報告をする早野龍五さん

※講演会で使用されたスライドは http://www.slideshare.net/RyuHayano/20132-16395031でご覧になれます。


